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 圧接面

カップラー 

場所打ちコンクリート杭

継手及び定着

継手及び定着基準

方　法 詳　細 使用箇所

D16以下の鉄筋

ガス圧接継手
D19～D32の鉄筋

（柱、梁の主筋等）
偏心量 : e≦d2 / 5

ふくらみの長さ : L≧1.1・d2

圧接面のずれ : a≦d2 / 4

ガス圧接後の曲げ加工は

行わないこと。

両面溶接 片面溶接

スラブ筋及び

壁筋のみ

はかま筋が必要な場合補強リング : 

主筋の重ね継手およびフーチングへの定着長さは、45d 以上とする。

杭基礎

一本杭で偏心する場合

二本杭以上の場合

フープは正しく円形に加工し、片面 10d 以上のフレアグループアーク溶接にて接合する。

d : ベース筋の径

d  : ベース筋とはかま筋小さい方の径

基礎フーチングと基礎梁の接合部

一本杭の場合

耐圧スラブ（べた基礎）の納まり

鉄筋のかぶり厚さは 100mm とする。

はかま筋が不要な場合

基礎フーチングの納まり

スペーサー : 独立基礎、連続基礎

継手位置、定着及び余長

主筋の継手位置は下図の　　　　内とする。

柱をまたいで主筋を引き通すことができない場合は、柱内に定着する。

基礎梁の連続端で柱に接する梁筋が同数の場合、主筋は柱をまたいで引き通す。

0＜D≦500 の場合 500＜D≦1,000 の場合

鉄筋の表示記号

記　号

332825181411 21

10 13 16 19 22 25 29

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29呼び名

呼び径（d）

最外径（D1）

40（mm）

40（mm） 50（mm）

60（mm）

60（mm）

40（mm）

－

30（mm）床スラブ、屋根スラブ、非耐力壁

柱、梁、耐力壁

基礎、基礎梁、耐圧板

地下外壁、擁壁

煙　突

構造部位
土に接する部分

最小かぶり厚さ

打放し仕上げ部分で寸法の特記がない場合は、構造断面を20（mm）打増す。

鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

一般部

柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合、主筋のかぶり厚さが径の1.5倍以上となるように

鉄筋の最小かぶり厚さ

60（mm）

60（mm）

打増しコンクリートの厚さは、かぶり厚さには考慮しない。

鉄筋の最小間隔とあき

杭基礎の場合、基礎フーチングの鉄筋のかぶり厚さは杭天端からとする。

貫通孔に接する鉄筋においても、かぶり厚さを確保すること。

鉄筋の間隔　P = a + D1（鉄筋の最外径）

柱及び梁の主筋が二段筋以上の場合、下図により鉄筋相互のあきを確保する。

鉄筋相互のあき a は下記のうち最大のものとする。

180゜

3d 以上 4d 以上135゜ －

・ T形、L形梁のスターラッ

   プに用いるキャップタイ

・ スラブ筋、壁筋の末端部

・ 幅止め筋

フック形状（末端部）

折曲げ

角度

折曲げ内法直径（D）

SD390

D19～D38D19～D38D16以下

90゜

SD295A、SD345

3d 以上 4d 以上 －

3d 以上 4d 以上 5d 以上

・ フープ及びスターラップ

・ スパイラル筋

・ 壁筋末端部に使用する

   D10 及び D13

・ 幅止め筋

詳　細

余　長
使用箇所

鉄筋の折曲げ基準

 柱、梁の出隅部分とは、下図の●印の主筋とする。

・ 柱、梁の出隅部分の

   重ね継手

・ 柱の四隅の柱頭

・ 煙突の主筋

・ 杭基礎のベース筋

柱 梁

重
ね
継
手

フック有り

フック無し

あき

重ね継手

最小かぶり厚さを定める。

最終端

連続端

地震時に浮上りが生じる場合（特記による）

特記無き場合、下図とする。

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35

25（mm）

29
33 38 44 48 53

31

粗骨材の

最大寸法

あきの最小値（mm）

20（mm） 25

独立基礎、杭基礎で基礎梁にスラブが付く場合

連続基礎、べた基礎で地反力を受ける場合

スターラップ

形状及びサブ・スターラップ（中子筋）

梁せいが 1,500mm 未満の場合 → 6 . 2 -（1）、（2）による。

（
*
1
）

ベンド形状（中間部）

折曲げ

角度

折曲げ内法直径（D）

D16以下

使用箇所SD295A、SD345、SD390

D19～D25 D29～D38

詳　細

90゜

以下

3d 以上 4d 以上 －
・ フープ及びスターラップ

・ スパイラル筋

SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に（ ）内を適用する。

6d 以上 8d 以上
・ その他の鉄筋

　（スラブ筋、壁筋等）

4d 以上

（5d 以上）

梁柱

既製杭

PHC杭又はPRC杭

補強筋にはフックをつけない。

鋼管杭

補強筋の径及び本数は構造図による。

19

6

22

8

d（mm）

S（mm）

25

9

29

11

B 形

適用する工法、補強筋の径及び本数は構造図による。

A 形
定　着

（フック有り）

定　着

（フック無し）

－

溶接金網の

定着

スラブ筋及び

壁筋

特記による

溶接金網の

重ね継手

スラブ筋及び

壁筋

機械式継手

鉄　筋

種　別

Fc

（N/mm ）
2

21

18

（*2） 特殊継手は、平成12年建設省告示第1463号「鉄筋の継手の構造方法を定める件」に

適合するものとする。使用箇所は特記によることとし、工法は監理者の承諾を得ること。

（*1） 重ね継手で、相互の鉄筋径が異なる場合の重ね継手長さ L1 は細い方の d による。

継手及び定着長さ

溶接継手

（アーク溶接）

溶接継手

D16以下の鉄筋

（フープ等、特記

による）

D19以上の鉄筋

（特記による）

d2≦d1≦d2 + 5mm

ふくらみの直径 : H≧1.4・d2

突合せ溶接

鋼管あて金溶接

鋼あて金（エンクローズ）溶接

特
殊
継
手

（
*
2
）

独立基礎、杭基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

ホは、90゜フック（◎印）側にスラブが付く場合にのみ可能とする。

梁の上下端にスラブが付く場合に限り、以下の形状も可能とする。

梁せいが 1,500mm 以上の場合

ホ ヘ

腹筋及び幅止め筋 → 6 . 3 による。

打増し補強筋 → 6 . 4 による。

へで、重ね継手の代わりに特殊継手を用いる場合は監理者の承諾を得ること。

杭

本　数 径 補強筋 L（mm）

A 部分 B 部分

補強筋 L（mm）
偏心距離（mm） せん断補強

200＜e≦300

2-D29 4,000 2-D29 4,000 不　要

200＜e≦300

100＜e≦200 2-D29 4,000 2-D29 4,000 不　要

200＜e≦300

100＜e≦200 2-D29 4,0002-D29 4,000 不　要

600φ5 , 4

600φ3 , 2

600φ1

100＜e≦200

耐力壁付きの梁については、原則として補強は不要とする。

下表の範囲を超える場合は、監理者に確認を得ること。

杭芯ずれに対する補強方法（例）

e≦100mm の場合、補強は不要とする。

実際の補強方法は、監理者の指示による。

梁主筋ののみ込み長さは柱せいの3/4倍以上とする。

L1 L2
スラブ

L3

小　梁
L1 L2

スラブ

L3

小　梁

フック有りフック無し

40d 35d 30d 25d

45d 40d 35d 30d

24～36 35d 30d

SD295A －20d 10d

10dかつ

150mm

以上 25d 20d

21

18 40d50d 35d 30d

35d45d

24,27 40d 35d
30d 25d

30～36 35d 30d 25d 20d

－20d 10d

10dかつ

150mm

以上

SD345

21

24,27

30～36

40d50d

35d45d

40d 35d

－20d 10d

10dかつ

150mm

以上

SD390

30d 25d

35d 30d

L1 : L2、L3以外の定着長さ、継手長さ。

L2 : 割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ。

l

軽量コンクリートの場合、上表の値に 5d を加える。

末端部のフック長さ（　）は、上表の長さに含まない。また、中間部での折り曲げは行わない。

L3 : 小梁及びスラブ下端筋の定着長さ。ただし、耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

柱に取付ける梁の引張鉄筋の定着長さは、40dと表の値のうち大きい方とする。

1.

4.

2.

3.

1. 1.

2.

1.

3.

2.

2.

3.

4.

5.

L1L1 L1

≧0.5L1

≧0.5L1

L1 L1 L1

e

2d

d

a

2d

d/2 d/2

dd

d/2 d/2

dd
L = 5d L = 10dL

H

L

d
1

L1

d
2

L1

1
0
d

L1

15d

15d

2
0
d

15d

15d

15d

15d

L1

L1

直線定着できる場合 直線定着できない場合

ベース筋はかま筋

2
0
d

2
0
d

2
0
d

0

≦0.2・L1 かつ 150mm

L
2

≧150mm

L
2

D

15d

はかま筋 

2
0
d

0

2
0
d

2
0
d

0

L1

≧5d

2
0
d

2
0
d

はかま筋 

梁
幅

基礎梁と同幅の

打増し

補強筋 3-D13

L
2

D

補強筋 3-D13

≧150mm

L
2

梁
幅

横筋　 -D10@200

横筋　 -D10@200

補強筋 3-D13

基礎梁と同幅の

打増し

か
ぶ

り
厚

さ

かぶり厚さ

aD1 D1

P

d

Ｄ

≧4d

d

Ｄ

≧
6d

d

Ｄ

≧
8
d

P P

 連結筋 φ6

 @1,500mm かつ各階2箇所以上

P

 受け筋 D10 @1,000mm

 （主筋径が大きい場合、

 本数が多い場合）

0.5L1

0.5L1

縦筋　D10@200

L2

L
2

L
2

補強筋 3-D13

L2

L2
150mm

L
2

150mm

L
2

下端筋は連続させる

L2

150mm

L2（90゜フック）

1
5
d

150mm

L2（90゜フック）

L2

1
5
d

L2

L2

L2 15d

≧3/4・D

15d15d 15d

L2

L2 15d15d15d 15d

≧3/4・D

L2

L2 15d 15d

≧3/4・D

 柱内定着とする場合

 柱内定着とする場合

 柱内定着とする場合

d

Ｄ

d

Ｄ

へりあき 200mm以上

3
,0

0
0

4
5
d

4
5
d

補強リング

フープ

は
つ

り

8
0
0
m

m
以

上

φ
/
2
 か

つ

1
,0

0
0
m

m
以

上

スペーサー 

フープ 

スペーサー詳細

5
0

5
0

5
0

5
0

FB-6×50 

杭主筋 

1
0
0

2d 2d10d

支持層

フープ詳細

かぶり厚さ 10
0m

m

φ

スペーサー 

補強鋼板 

L
1
（
フ

ッ
ク

無
し

）

 フープ　D10@150

2
0
0
m

m

3
0
0
m

m

補強筋 

d

S

補強筋 

溶接サイズ

鋼管 

 中詰めコンクリート

フープ　D10@100 

1
.5

・
φ

1
0
0
m

m
L
1
（
フ

ッ
ク

無
し

）

補強筋 

 コンクリート止め板

1
0
0
m

m
L
1
（
フ

ッ
ク

無
し

）

 端部鋼板

補強筋 

スタッド溶接 

又はねじ込み 

φ

φ

φ

 コンクリート止め板
φ

L
2

 中詰めコンクリート

 底盤補強筋

φ

L1、L2 又は L3

l

L1、L2 又は L3

L3 L2 L2L2

壁スラブ

 溶接金網と等量の

 異形鉄筋

応力伝達継手 ひび割れ防止用継手

≧1節かつ100mm≧1節半かつ150mm

≧1節半かつ 150mm

L1、L2 又は L3

≧
1
5
0
m

m

b

≧400mmかつ（b+40）mm

≧400mm

≧400mm

≧柱せいの1/2

≧
8
d

≧
8
d

≧
1
,5

0
0
m

m

L
1

≧
6d

≧
1
,5

0
0
m

m

L
1

打継ぎ面 打継ぎ面 

L2

L2

A 部分

+e柱芯

L

B 部分

L

補強筋 
 補強筋

-eの場合、補強筋は左右逆配筋とする。

杭芯（杭が複数の場合は、フーチングの図芯）

０

０ /2０ ０/4 /4

D

０

０ /2０ ０/4 /4

D

０

０ /2０ ０/4 /4

D

（イ）　a = 25（mm）

（ロ）　a = 1.25×粗骨材最大寸法

（ハ）　a = 1.5×d（鉄筋の呼び径）

FB- 9 x 65　@ 3,000 以下かつ 1 節につき 3 ヶ所以上

FB- 6 x 50　平面上に 4 ヶ所以上 @ 3,000
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